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東
京
都
水
道
専
業
者
協
会

(

小
林
光
一
会
長)

、東
京
都

管
工
事
工
業
協
同
組
合
（
佐

藤
章
理
事
長)

、協
同
組
合
東

京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会

(

貝
澤
二
郎
理
事
長)

、三
多

摩
管
工
事
協
同
組
合
（
松
田

英
行
理
事
長
）
は
熊
本
地
震

に
対
応
し
、
二
次
に
わ
た
っ

当
日
は
全
管
連
か
ら
大
澤

会
長
、
松
田
英
行
副
会
長
、

て
水
道
管
路
復
旧
支
援
隊
を

派
遣
し
た
。
四
団
体
が
一
斉

に
出
動
し
た
の
は
今
回
が
初

め
て
で
配
水
管
・
給
水
管
の

漏
水
調
査
・
修
繕
な
ど
に
一

致
協
力
し
て
奮
闘
し
た
。

（
３
面
に
関
連
記
事
）

四
月
十
四
日
に
発
生
し
た

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の

原
宣
幸
災
害
担
当
理
事
、
松

地
震
に
続
き
、
本
震
と
さ
れ

る
十
六
日
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
三
の
地
震
に
よ
り
熊

本
県
で
は
最
大
四
十
三
万
戸

が
断
水
し
た
。
そ
の
後
も
余

震
が
続
く
中
、
四
団
体
は
日

本
水
道
協
会
（
尾�
勝
理
事

長
）
か
ら
東
京
都
経
由
で
出

動
要
請
を
受
け
、
水
道
管
の

原
文
司
災
害
担
当
理
事
、
粕

谷
明
博
専
務
理
事
、
松
本
淳

司
常
務
理
事
、
管
機
連
か
ら

一
瀬
会
長
、
橋
本
政
昭
副
会

長
、
恩
智
秀
直
副
会
長
、
倉

地
久
雄
副
会
長
、
小
泉
久
則

監
事
、
佐
々
木
康
雄
事
務
局

長
ら
が
出
席
し
、
松
本
常
務

理
事
の
司
会
で
進
行
。
冒

頭
、
原
理
事
が
熊
本
地
震
の

対
応
に
つ
い
て
報
告
に
立
ち

「
経
験
し
た
災
害
を
教
訓
と

復
旧
支
援
に
駆
け
つ
け
た
。

四
団
体
は
東
京
都
水
道
局

と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
第
一
次
支
援
隊
は
各
団

体
か
ら
一
班
ず
つ
四
班
・
二

十
四
名
で
編
成
。
専
業
者
協

会
か
ら
平
山
建
設
㈱
、
東
管

協
組
か
ら
㈱
み
や
び
管
工
、

請
負
工
事
連
絡
会
か
ら
㈱
森

し
て
命
の
水
を
守
る
た
め
に

事
前
準
備
の
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。
覚
書
を

締
結
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん

大
き
な
第
一
歩
と
確
信
し
て

い
る
。
い
つ
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
、
お
互

い
手
を
携
え
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
松
田
副
会
長
が
覚

書
締
結
へ
の
経
緯
を
説
明
。

全
管
連
は
平
成
二
十
一
年
六

月
に
日
本
水
道
協
会
と
災
害

時
の
応
急
復
旧
活
動
の
応
援

協
力
に
関
す
る
覚
書
を
交
わ

田
工
務
店
、
三
管
協
組
か
ら

㈱
松
田
設
備
が
出
動
し
た
。

二
十
六
日
朝
に
出
発
し
、

し
、
緊
急
時
に
お
け
る
応
急

復
旧
工
事
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
資

機
材
の
確
保
・
調
達
に
向
け

た
協
定
締
結
事
例
集
を
作
成

し
た
。
平
時
か
ら
大
規
模
災

害
に
備
え
る
た
め
、
賛
助
会

員
の
管
工
機
材
商
社
・
建
設

機
械
レ
ン
タ
ル
会
社
と
応
急

復
旧
活
動
の
応
援
協
力
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
し
、
東
日

本
大
震
災
で
は
資
機
材
や
緊

急
物
資
の
搬
送
な
ど
で
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

松
田
副
会
長
は
「
両
団
体
に

よ
る
覚
書
締
結
が
災
害
時
に

大
阪
か
ら
フ
ェ
リ
ー
を
利
用

し
て
現
地
入
り
し
、
二
十
七

日
か
ら
一
週
間
、
熊
本
市
内

で
道
路
の
配
水
管
・
給
水
管

の
漏
水
調
査
・
修
繕
に
あ
た

っ
た
。
現
場
代
理
人
、
作
業

責
任
者
、
配
水
管
工
な
ど
一

班
六
名
で
構
成
さ
れ
、
ユ
ニ

ッ
ク
車
（
作
業
者
・
資
材
運

搬
）
一
台
、
保
安
車
一
台
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
二
台
、
掘

削
機
小
型
バ
ッ
ク
ホ
ー
、
照

明
器
具
、
ラ
ン
マ
、
排
水
ポ

ン
プ
、
塗
装
切
断
機
、
発
電

機
、
土
留
材
な
ど
を
使
用
。

お
け
る
早
期
復
旧
の
実
現
や

減
災
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。
関
係

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら

に
強
化
す
る
た
め
、
よ
り
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
」
と
訴
え
た
。

両
会
長
に
よ
る
調
印
後
、

橋
本
副
会
長
が
今
後
の
連
携

策
に
つ
い
て
「
わ
れ
わ
れ
が

力
を
合
わ
せ
る
意
義
は
き
わ

め
て
大
き
い
。
地
域
ご
と
に

相
互
の
取
り
決
め
を
進
め
て

い
く
」
と
述
べ
、
初
動
体
制

の
迅
速
化
に
向
け
た
訓
練
な

ど
に
意
欲
を
示
し
た
。

大
澤
会
長
は
「
今
回
の
覚

書
締
結
は
将
来
へ
の
大
き
な

布
石
と
な
る
。
熊
本
地
方
の

早
期
復
旧
・
復
興
を
は
じ
め

一
致
協
力
し
て
災
害
へ
の
対

応
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
力
強
く
表
明
。

一
瀬
会
長
は
「
市
区
町
村
で

材
料
が
異
な
る
中
、
的
確
に

対
応
さ
れ
て
い
る
工
事
業
者

の
皆
さ
ま
に
敬
意
を
表
す

る
。
よ
り
迅
速
・
円
滑
に
取

り
組
め
る
よ
う
対
応
策
を
提

案
し
て
い
き
た
い
」
と
全
面

的
な
協
力
を
約
束
し
た
。

石
綿
管
が
点
在
し
て
い
る
と

い
う
情
報
が
あ
り
、
防
護
服

も
準
備
し
た
。

第
二
次
支
援
隊
は
五
月
二

日
に
出
発
。
大
阪
か
ら
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
し
、
五
月
三
日

か
ら
一
週
間
、
熊
本
市
の
配

水
管
・
給
水
管
の
漏
水
調
査

・
修
繕
に
努
め
た
。
専
業
者

協
会
か
ら
白
石
建
設
㈱
、
東

管
協
組
か
ら
徳
丸
管
工
㈱
、

請
負
工
事
連
絡
会
か
ら
㈱
星

工
業
所
、
三
管
協
組
か
ら
㈱

ホ
シ
ノ
が
四
班
・
二
十
四
名

の
体
制
で
出
動
し
た
。
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全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
と
一
般
社
団
法
人
全
国
管
工
機
材
商
業
連
合
会
（
一
瀬

克
彦
会
長
）
は
五
月
九
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
災
害
時
の
応
急
復
旧
の
応
援
協
力
に
関

す
る
覚
書
の
調
印
式
を
行
っ
た
。
応
急
復
旧
活
動
を
迅
速
・
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
、
両
団
体
の
会
員
団
体
は
地

域
の
実
情
に
見
合
っ
た
資
機
材
提
供
の
協
定
を
締
結
し
、
全
面
的
に
協
力
す
る
。
こ
れ
を
契
機
に
さ
ら
に
連
携
を

強
め
、
初
動
対
応
共
同
訓
練
な
ど
の
協
議
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。
（
３
面
に
関
連
記
事
）
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大澤会長一瀬会長
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両団体の役員が揃い調印式

４団体による第１次支援隊


